
「きお う」の幼木時の栽培について            ― |

‐          i―    図 試果樹部

1 .背 景Jとね らい

本県オ リジナル品種 「きおう」は、平成 4年 か ら植栽が進められ本年初収機 とな り販売が開始

されたが、産地による収稜道期の判断に相異があり、収被果に 「きおう」本来の外観、食味が発

現されない場合 もあった等課題をのこした。また、地域により収稜前落果や内部裂果が見 られた。

そこで、今まで明らかになった知見をもとに、 「きおう」の幼木時の栽培について、参考に供

する。

2 t技 術内容

1 )収機前落果防止対策

( 1 )地域や気象条件等によって収穫前落果が見 られる場合もあるので、落果防止剤を散布する。

( 2 )落果防止剤の使用法は(下 表による。

薬剤名     使  用  時  期     濃  度   回 数      ‐

スト7ホ
°~ル液剤  収 稜 開始予定25～1 5日前  1 , 0 0 0倍   1回

( 3 )落果防止剤 の散布 によ り、地色の上が りや収稜 ピー クが 3～ 5日 早 まる傾向があるので、収

穫は遅れないよ うに注意す る。

2 )収稜

( 1 )「きおう」の地色は、通常地色指数が ?で あれば、果色指数は 3 (白 黄色)～ 4 (黄 色)

を示 し、収稜適期となるため、収稜期の判断の目安 として地色拍数を使用できる。

( 2 )よって収機適期の判断は、きおう用地色カラーチャー トを使用 し、地色指数 2～ 3を 目安に、

果実の青みが抜けたものを収穫する。

( 3 )その他の収稜の 目安は、下表による。

雄bs軍  奨%)度  (静10儲1) 津旨姦る  テ
ン`
そ譜録T  綬壌昌宰雷)

1 4 ～1 6   1 3 以上    0 . 3    2 ～ 3    2 ～ 3    1 2 5 ～ 1 3 5

( 4 )収穫適期は、内陸部で 9月 上～中旬、沿岸北部で 9月 中～下旬 と見込まれているが、若木は

熟,明が不揃いなため 2～ 3回 にわけてす ぐりもぎを行 う。

3 .指 導上の留意事項

( 1 )地域により内部裂果の発生が見 られたが、一般には生育後期の過度な土壊水分の変動による

ものが原因の 1つ と考えられるため、暗渠等による排水対策や有機物の投入による土壕改良

等を実施 し、土壌水分の過乾 ・過湿をさけ、適正な樹勢の維持に努める。

( 2 )ストッポール液剤以外の落果防止斉けについては、効果が未確認であり検討中である。

( 3 )地色が 2以 下では食味が劣 り、青みが残るため、早取 りは避ける。
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4 .試 験成績の概要              ■ ‐‐ |   . |  l  i   ! t l

第1表 「きおう」に対するストッポールあ落其防止効某 (1995+岩手菌試)

処理前 経時別落果数 累 積  落 果率
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注 1 ) 3週 間前は8 / 1 7、2週 間前が8 / 2 5に処理                  1

注 2 ) ( )内 は枝折れによる落果。 i                  ‐

注 3 )落 果率に強風等による枝折れによる!落果は含まれていない。

摘要 ,ス トッポールの 3週 間前処理 によって、果色、地色上が りが助長 された。

第 1図  ス トッポールの時期別散布

による累積収殺率の差 ( 1 9 9 5 ,岩手図試)

第 2表   「 きお う」の果色別果実品質 (1995,着手図試)

1        2        3        1

第 2図  「 きお う」収穫果の果色 と地色

の分布 ( 1 9 9 5 ,岩手園試)   |  |
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3 i白黄色( 9 Y 2 9 0 5 )      ―   |
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注 1 )調 査 日9 / 1 8

注 2 ) 9 / 1 7収 穫果はが くあ部のあいたものを調査

第 3表  「 きお う」の地色別果実品質 ( 1 9 9 5 ,岩手園試)
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注 )分 析果 は、宮 古市 で9 / 2 0に収稜 され た ものを供試 し、9 / 2 3に調査 を実施
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